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～誰ひとり、取り残さないために、つながります～ 

 

～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 
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 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

「JDF 能登支援センター関係団体との意見交

流」がオンライン開催されました。障害のある方や

高齢の方の移動手段の確保が課題であることが

再認識されました。高齢化率が進んでいる地域と

いうこともあり、目の前の現状に対応することは

もちろんですが、復興後も継続性のある支援が必

要だと実感しました。 

  

 
協力団体と連携により、

とりくんでいます 

「視覚障害の方と語る会」が、JDF 能登支援センターと AAR 

Japan の共催で、和倉町の総湯で開催されました。視覚障害

の方が 5 名、地域の方が 2 名参加され、発災当初の状況や避

難に至るまでの経緯などをお伺いすることができました。視覚

障害の方にとって、避難することがどれほど不安で怖いものだ

ったかを感じることができました。そのような状況下で助けに

なったのは、近所の方だったそうです。障害のある方にとって

避難所は不自由な環境下であるため、近所の方の自宅に避難

させてもらった方がいました。福祉避難所の設置の必要性を感

じたとともに、普段から社会的孤立を防ぐことが大切だと身に

染みて感じました。（大阪府・矢野寛奈） 
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～現場支援と個別支援のとりくみから～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236 

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 

【ＪＤＦ能登半島地震支援センター】  〒926-0175 石川県七尾市和倉町カ 18 

TEL 070-3288-2303 FAX 050-3457-6915 E-mail jdfnotoshien@gmail.com） 

 

https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

 

ホームページ ULR と QRコード 

Nさん（80代の女性・１人暮らし・ペースメーカー・足が悪い）の支援を通じて感じたことを報告

します。N さんは七尾市に 1 人で住んでいました。自宅は半壊し、現在は自宅から数 100ｍ離れ

た団地に身を寄せています。今までは、一軒家の1階で主に暮らせていたのが、今は3階になり、

買い物やゴミ捨ての度に階段を上り下りしなければなりません。さらに、この団地の入居期限が

近づいていて、今後はどこに行けばいいのか、不安を感じています。 

そんな中、最近になって仮設住宅に入居できるという話がありました。しかしＮさんは仮設住宅

への入居を迷っています。Ｎさんは今でも毎日のように、もともと住んでいた家に行き掃除をし

ています。「もう住めないのに、ばからしいでしょ」というＮさんに、かける言葉がみつかりません。

「きれいにしていれば近所の人も寄って、縁台で休憩してくれるかもしれない」とも言います。 

私たちの支援は永久ではありませんが、N さんが心から安心して暮らせる場所・人生の選択が

できることを願ってやみません。（埼玉県・渡邉成生） 

輪島市にある「あすなろふたばぱいんの会」に、６月１８日・１９日・２１日と現場支援をさせてもら

いました。事業所では、企業委託作業を一階と二階に分かれ作業をしており、それぞれが自分のペ

ースで取り組む姿が見られました。利用者の方から一緒に軽作業やコーヒー豆の選別など教えても

らいながら、取り組むことができ、とても楽しく取り組むことができました。しかし、利用者や職員

の方も被災している状況は続いています。日中活動を続けていくためにも、支援スタッフの動きは

とても重要だと感じています。私の事業所の利用者が寄せ書きを書いてくれたので、それを渡すこ

とができました。とても喜んでくれました。（熊本県・三井遼平） 

N さんの自宅。天井が抜け、泥が床

に散乱している。 

 

 

 

コーヒー豆の分別作業 

和倉温泉の夕暮れ
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